[BUFFALO 


Bluetooth ステレオへッドセット 

BSHSBE14 シリ-ズ 

取扱説明書 


本書は、本製品の取扱いについて説明しております。 

本製品をお使いになるおに必ずお読みになり、正しくご使用くださし、。また、裏面のま意事項もぶ、 
ずお読みください。 



お使いになるおに、姻包内容、製品各部のを称や対応 0 S 、 製品仕様を/《ッケージでご確認く 
ださし、。もし不足しているものがあれば、お買い求めの販売店にご連絡くださし、。 


广 付属品がすべて揃つていることを巧認します 


• Bluetooth ステレオ ヘッドセット… 1台 



•ち耳用イヤフオン . 1個 

•イヤフック . 1個 

•イヤピース 

巧サイ义 M サイ义 L サイズ)…各2個 
^^•1\/1サイズは出荷時に装着済み 

• USB ケーブル(充電用） . 1本 

•収納用ポーチ . 1個 

•取巧説明書(本書） . 1枚 


本製品の PIN コード(パスキー)は0000です。 


r #| 本製品に Bluetooth アダプターはが属しておりません。パソコンでお使いになる場 
I ■り合は、パソコンに標準搭載の Bluetooth 機能、または蜂社製 Bluetooth アダプター 
ま意等をお買い求めの上、ご利用ください。 





<イヤフックの取り付けかた> 

下図の様にイヤフックを取り付けます。 


n #| イヤフックの取り付け、取りかしを巧う際はイヤフック取り付け箇所を指 
l / J で巧さえながら行ってください。 

ミ主意 



HR 


【秘めに織ぶ瞭だだますミ啜逃 



本製品をお使いになる前に、巧電をしていただくぶちがあります。 

① あらかじめパソコンの電源を ON にしておいてください。 

② 本製品の充電用ポートに付属の USB ケーブル庶電風を接続します。 USB ケーカレ 
(充電用）の反対側を/む/コンの USB ポートに接続します。 

感 充電が開始されると赤色 LED ランプ4回点滅し、その後点灯します。 

@充電が完了すると青色 LED ランプが点灯します。 USB ケーブル历電用)をおいてくだ 
さい。 


r # i 最初の充電には、約1〜 1.5 時間かかります。導入後の日常の充電は、バッテリー 
残量によって異なります。 

ま意 


rM 充電には、付属の USB ケーブルのみお使いくださし、。他のケーブル、または充電 
I ♦—機器でのご利用は保障しておりません。また、危険ですので絶対にお使いになら 
警告ないでくださし、。 




ペアリング腊続の認証)とは本製品と Bluetooth 機器とをお互いに登録し接続の許可をす 
るためのものです。一度ペアリングを行った Bluetooth 機器とは再びペアリングをする必要は 
ありません。 

-提帯電話等の機種によって表示、操作方法は異なります。ぶ、ずご利巧されている携帯電 
話等のマニュアルをご参照くださし、。 

-携帯電話等の機能を本製品で使用できるように 、 HFP (ハンズフリープロファイル)でぺ 
アリングすることをお勧めします。 HFP ( M ンズフリープロファイル)がない場合は HSP (へ 
ッドセットプロファイル)でぺアリングしてください。また、携帯電話等をオーディオプレー 
ヤーとして本製品に接続する場合は A 2 DP (オーディオプロファイル)をさめてペアリング 
してください。 

- PIN コード(パスキー)の入力を要求されましたら、[0000]を入力してくださし、。 

-ペアリングが失敗した場合は本製品の電源を OFF にし再度手順1からやり直してくださ 

い。 


1. 本製品の電源が OFF になっていることを確認してくださし、。電源が OFF になっていな 
し、場合は本製品のファンクションボタンを赤色 LED ランプが点灯するまで押し続けて 
電源を OFF にしください。 

2 , 本製品のフアンクシヨンボタンを長巧し (8 秒亂してペアリングモードにしてくださし、。 
青色 LED ランプとホ色 LED ランプの点滅になり、 Bluetooth 接続待機状態になります。 


3, 携帯電話等のマニュアルに従って、ペアリング彻期設定)を行ってくださし、。 

4, ペアリングが開始されると本製品が、順み対応ペアリング〕ードでの接続を試みます。 

5, ペアリングが成功すると青色 LED ランプとホ色 LED ランプの交互点滅から、青色 LED ラ 
ンプの点滅にをわリペアリング完了となります。 


な上で携帯電話等との接続は完了です。 


r / i -本製品と接続を行う携帯電話等との距離を近くし、障害物がない巧態でペアリ 
i / j ングを行ってください。 

ま意-ペアリングコードが対応していない等、をての携帯電話等との組み合わせでの 
動作はイ呆証しておりません。 

-弊社では本製品と携帯電話等との接続についてはサポートををっておりません。 
また、携帯電話等の対応機種に関しては通話のみ巧認しております。 


ペアリング猫続の認証)とは本製品と Bluetooth 機器とをお互いに登録し接続の許可をす 
るためのものです。一度ペアリングを行った Bluetooth 機器とは再びペアリングをする必要は 
ありません。 

- J ■乂下の手順は Windows ? での手順ですが、他の 0 S でも同様の手順になります。 

- i •乂下の手順は弊社豐 Bluetooth アダプター BSHSBD 04 を使用した場合の手順です。他の 
Bluetooth 機器をお使いの場合はそれぞれのマニュアルをご参照ください。 

- i •乂下の手順は醉社 HP からダウンロードした、醉社製 Bluetooth アダプター BSHSBD 04 専 
用ドライ/ く一を使用しています。 

- PIN 〕ー ド(パスキー)の入力を要求されましたら、[0000]を入力してくださし、。 

-ペアリングが失敗した場合は [My Blue 扣 oth ] 画面等に表示されている本製品のアイコン 
を削除し、本製品の電源を OFF にし、再度手順1からやり直してください。 


5, テレフォ ニーの 接続ボタンをクリックすると、下記の画面が表示されます。 [0 K ] をクリ 
ックしてペアリングを巧ってください。 


0 它キュアなペアリン知芽 



roKj を巧して、リモ-トデバイスとベのシウを巧ってください。 


デけィ义瞬 S 

る坑； BSHSBE14 
アドレス： 64:31:7E:2D;00;SB 

I OK 1 キサル 


1. 本製品の電源が OFF になっていることを確認してくださし、。電源が OFF になっていな 
い場合は本製品のファンクションボタンを赤色 LED ランプが点灯するまで巧し続けて 
電源を OFF にしくださし、。 

2 , 本製品のフアンクシヨンボタンを長押し皮秒亂してペアリングモードにしてください。 
青色 LED ランプとホ色 LED ランプの点滅になり、 Bluetooth 接続待機状態になります。 


3, [スター!']—[すべてのプログラム]— [ Bluetooth ] — [ MyBluetooth ] を選択します。 
[My Blue 扣 oth ] 画面の[才ーデ'ィオおよびビデオデバイス]に本製品のアイコンが表示 
されましたら本製品のアイコンをダブルクリックします。 



4 . 下記の画面が表示されましたら、音楽を聴く場合は才ーデ'イオの接続ボタン 、 Skype 
等を使用する場合はテレフォニーの接続ボタンをクリックしてくださし、。 

本書ではテレフォニーに接続します。 


6 , ペアリングが完了するとテレフォニーの接続ボタンが切断ボタンにをわり、本製品の 
LED ランプが青色 LED ランプとホ色 LED ランプの交互点滅から、青色 LED ランプの点滅 
にをわリペアリング完了となります。 


P 1 -オーデ'イオで使用する場合は？ 

肖 まずテレフォ ニーの 切断ボタンをクリックします。その後、才ーデ'イオの接 

続ボタンをクリックします。接続が完了するとオーデ'イオの接続ボタンが 
切断ボタンに変わります。 
i ■乂上でオーデ'イオへの切り替えは終了です。 

-本製品は AVRCP に対応していますがお使いの機器によっては Blue 扣 oth 
接続でのリモートコントロール操作ができない場合があります。その際 
は接続機器側で再生、停止等の操作を巧ってください。 




7,本製品が接続されますと、タスクトレイの Bluetooth アイコンが白 （0 ) から緑 （■ ) 
にをわります。 

な上で弊社製 Bluetooth アダプター BSHSBD 04 との接続は完了です。 



機能一覧表 


巧 態 

操作 

LED インジケーターの表示 

アラーム音 

電源 ON 

約6秒間フアンクシヨンボタンを押します 

ホ色 LED ランプが約3秒間点灯します 

「ピー ッ」と鳴ります 

電源 OFF 

約3秒間フアンクシヨンボタンを押します 

赤色 LED ランプが約3秒間点灯します 

「ピーッ」 と鳴ります 

ペアリング 

約8秒間フアンクシヨンボタンを押します 

赤色、青色 LED ランプが交互に点滅します 

「プップッ」と鳴り、接続完了時に「ピッ」と鳴りますます 

スタンパ'イ 

履源を ON にするとスタンバイの状態になります） 

青色 LED ランプが約2秒ちに2回点滅します 

スタン/ くイ铅こ Bluetooth 機器と接続が完了すると「ピ ッ」 つと鳴ります 

着信応答 

短くフアンクシヨンボタンを押します 

通話中は青色 LED ランプがゆっくり点滅します 

「ピ ッ」 と鳴ります 

通話終了 

短くフアンクシヨンボタンを押します 

- 

「ピッ」と鳴ります 

再生 

フアンクシヨンボタンを押します 

青色 LED ランプが約5秒ちに1回点滅します 

- 

一時停止 

再生中にフアンクシヨンボタンを押します 

青色 LED ランプが約5秒毎に1回点滅します 

- 

次の曲へ 

ボリュームボタン+を短く 2回押します 

- 

- 

前の曲へ 

ボリュームボタンーを短く 2回押します 

- 

- 

音量を上げる 

ボリュームボタン+を押します(長押しで連続アップ） 

- 

最大音量になると 「ピーン」 と鳴ります 

音量を下げる 

ボリュームボタンーを押します(長押しで連続ダウン） 

- 

最小音量になると 「ピーン」 と鳴ります 

充電時期 

- 

ホ色 LED ランプが約6秒毎に4回点滅します 

約6秒ちに「ピーッピーッピーッ」と鳴ります 

充電 

本製品に付属の USB ケーブル(充電用）を接続します 

赤色 LED ランプが3回点滅し、そのを点灯します 

- 



マルチペアリングとは最大8台の Bluetooth 機器とのペアリング情報を記憶する機能です。本 
製品とペアリングを巧った Bluetooth 機器は接続操作をするだけで使用できます。（接続操 
作ち法は各機器のマニュアルをご参照ください） 

ペアリング情報が8台な上になった場合は最も古いペアリング情漸こ、新しし、ペアリング情 
報が上書きされます。 

<接続切り替えちま> 

1 , 本製品の電源が ON になっていることを確認します。 

2, な前に接続していた Bluetooth 機器の Bluetooth 接続 ( Bluetooth 機能)を OFF にする、 
または電源を OFF にします。 

3, 接続したい Blue 扣 oth 機器(ペアリングミき助の接続操作をします。 


i ■乂上で完了です。 

X 同時に接続できるのは1台のみです。 

※ペアリング情報を上書きされた Bluetooth 機器は再度ペアリングを行わなければ使用で 
きません。 



へッドセットのな電時間はどの程度必要ですか。 

ぅ 電池の状態によりますが、約1〜1 .5 時間で充電完了となります。 

Bluetooth Classi の機器と接続することがでをますか。 

=»接続することができます。 Classi 機器と aass 2 機器の接続時の通信距離などは Class 2 
のものになります。 

異なるパージョンの Bluetooth 機器と接続でをますか。 

=>摆続することができます。 Bluetooth は上位互換となりますので 、 Bluetooth Ve 口.1機 
器と接続したときの接続手順は Bluetooth Ver 2 .日の接続手順となります。 

使用時にノイズが発生する。 

=> HFP 、 HSP での接続はヌ又方向通信のため、 A 2 DP での接続と比べると音質のレベルが 
下がっております。また、無線ですので電波の障害となる遮へい物が間に入るとノイ 
ズの原因となります。 

マイクより音声が入力されなし、、イヤフォンより音声が出力されない。 

与 Windows コントロールパネルより、オーディオとサウンドデバイスの設定にて 
Bluetooth 才ーディオデ/ くイスがミュート、または音量が下がっていないことを確認く 
ださい。 

また、本製品のボリュームボタン （+) を押して音量を上げてください。 

携帯電話で通話の音声が聞こえない。 

う 一部の携帯電話では通話中に約20秒が上の無音状態が続いた場合、自動的に省電 
カモードになり、音声入出力が OFF になります。そのため、通話中でも音声が聞こえ 
なくなることがあります。このような場合、本製品のファンクションボタンを押して携帯 
電話の省電カモードを解除してください。 

携帯電話の着信時にファンクションボタンを押しても通話できない。 

=>一部の携帯電話では着信時に本製品のファンクションボタンを数回押さないと通話 
を開始できない場合があります。ファンクションボタンを1回だけ押しても通話できな 
し、ときは数回押してください。 

通話相手に自分の声が聞こえない。 

う 一部の携帯電話では本製品のマイク入力が有効になるように、手動で設定するぶ、要 
のある機種があります。マイク入力が無効になっていると、本製品のマイクからの音 
声が通言舌担手に聞こえません。 

才ーディオファイルの音声が聞こえない。 

与ファイルやサイトによっては Bluetooth での才ーディオ再生をサポートしていない場 
合があります。オーディオファイルをダウンロードしたサイトにお問い合わせくださし、。 

Bluetooth 搭載機器とペアリンクできない、毎回ペアリングが必要になった。 

与*接続機器側の Bluetooth 機能が使用可能な状態であることを確認してくださし、。ま 
た、本製品のペアリングモードが時間切れのため、終了した場合は再度接続設定 
する必要があります。 

-ご使用の機器が本製品のプロファイルに対応しているかを確認してください。 

-携帯電話によってはペアリング済みでも、他の携帯電話で利用後は再度ペアリン 
グからやり直さなければならない場合があります。 

発信時にへッドセットが使えない。 

う 携帯電話本体から発信した場合、携帯電話本体から本製品へスピーカー/マイクの切 
り替え操作が必要な場合があります。操作ち法は携帯電話のマニュアルをご参照く 
ださい。 



注意事項 

•へッドセットの充電はパソコン本体など 300 mA が上供給可能な US 目ポートを持った製品か 
ら巧ってくださし、。 

• 音声に関連するアプリケーション (Windows Messenger、Windows Media Player 等)は本 
製品を接続、または切断する前に終了してください。該当するアプリケーションが動作して 
し、ると、才ーディオ入出力が正しく切り替わらない場合があります。また、スタンバイ、ハイ 
バネーション、シャットダウン、 Bluetooth 機器の電源 OFF 等の操作を巧う前に、音声に関連 
するアプリケーションを終了してから本製品を切断してくださし、。 

• Windows Live Messenger でチャットをしている隙、 A ウリングが発生することがちります。 
その場合、チャットウィンドウのマイクの感度を下げるか、オーディオの設定を変更してくだ 
さい。 



無線インターフエース 

Bluetooth Ver 2.1 +EDR に Iass 2 準拠） 

周波数ホッピング方式スぺクトラム拡散 tHSS ) 方式 

送信周波数範囲 

2.4 GHz 〜2.4835 GHz 

※基本的に携帯電話、コードレスホン、テレビ、ラジオ等とは混信 
しませんが、これらの機器が 2.4 GH Z 帯の無線を使巧する場合 
は混信が発生する可能性があります。 

通信出力 

最大 2.5 mW に Iass 2) 

通信距離 

約 10 m (使用環境によって異なります） 

対応プロファイル 

A 2 DP (才ーデ'ィオ )、 AVRCP (才-デ'ィオ制柳、 

HSP (へ、ソ ドセット)、 HFP レ\ンズフリ ー) 

対応機器 

Bluetooth 対応パソコン、 Bluetooth 搭載携帯電話、 

Bluetooth 搭載スマートフオン、 

P ! ayStation ®3 (/ くージヨン 3 .1 5 が降)等 
(各プロファイル対応のこと） 

SCMS-T 

巧応 

マルチペアリング 

最大8台 

連続待受時間 

最大約90時間 

連続通話時間 

最大約 4.5 時間 

音楽再生時間 

最大約4時間 

本体寸法 

約 W 17 XD 30 XH 29 mm 山 SB ケーブ;レ等含まず） 

本体重量 

約 7 g (イヤフックさむ） 

動作環境 

温度5で〜40で、湿度20%〜80% (結露なきこと） 

製品構成 

本体、ち耳用イヤフォン、イヤフッ久イヤピースじ、 M 、 L 各2個)、 
USB ケーブル(充電用)、収納ポーチ、取扱説明書(本書） 


安全にお使いいただくために必ずおずりく 
ださい 


お客様や他の人々への危害や損害をホ然に防ぎ、本製品をを全にお使いいただくため 
にずっていただきたい事項を記載しました。 

正しく使用するために、必ずお読みになり内容をよく理解された上で、お使いください。 
なお、本書には弊社製品だけでなく、弊社製品を組み込んだパソコンシステム運用全般 
に関するま意事項も記載されています。 

パソコンの故障/トラブルや、いかなるデータの消失•破損または、取り扱いを誤ったため 
に生じた本製品の故障/トラブルは、鮮社の保証対象には含まれません。あらかじめご了 
承ください。 

巧用している表示と給記号の意巧 


警告表示の意は 


を巧 

絶対に巧ってはいけないことを記載しています。この表示のミ主意き項をずらないと、 
使用者が死亡または、重症を負う危険が差し迫って生じる可能性が想定される内 
容を示しています。 

A 警告 

絶対に行ってはし、けないことを記載しています。この表示の指示を守らないと、使 
用者が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容をおしています。 

A ミ主意 

この表示のま意き項をずらないと、使用者がけがをしたり、物的損害の発生が想 
定される内容を示しています。 


お記号の意巧 


A 

A 肤警告•ま意を促す記号です。 A の近くに具体的な警告内容(例：水感電注意)が描 
かれています。 

S) 

〇に斜線は、してはいけないま項(禁止ま項)を示す記号です。 

〇の中や近くに、具体的な禁止事項が描かれています。（例： ® 分お禁止） 

• 

♦は、しなければならない行為を示す記号です。 

♦の近くに、具体的な指示内容(例:®プラグをコンセントからおく）が描かれています。 


A 危巧 


本製品を火の中、電子レンジ、オーブンや高圧容器に入れないでくださし、。また、本製品を加熱 
したりしないでください。 

破裂、発火や火傷の原因となります。 


A 本製品から漏れ出た液体が目に入ったときは、きれいな水で洗い流し、すぐに医師の 
W 治療を受けて下さい。 

^ ||‘| _目に障害をちえる恐れがあります。_ 

0本製品の充電には、がず本裝品付属の接続ケーブルを使用してください。 

巧制 


プラグ、ジャックの端子を シヨー トさせないでくださし、。 

発熱、破裂、発火や火傷の原因となります。特にコインやネックレス、ヘアピンなどの金属製品といっしょに巧 
帯•保管しないでくださし、。 


^ 直射日光の当たる場所、炎天下の車中、暖房器具の近くでの使用または放置をしないでくださ 

〜 A 破裂、発かや火傷の原因となります。 


® 本製品の分锅•改造•修理を自分で’しなし、でくださし、。 

発熱、破誤、発火、火傷や感電の原因となります。また、本製品のシールやカバーを取り外した場合、修理をお 
かお禁止断りすることがあります。 


A 警告 


O 本製品を取り付け、使用する際は、必ずパソコンメーカーおよび周辺機器メーカーが提示する 
警告•注意指示に従ってくださし、。 


g 液体や異物などが内部に入ったら、パソコンおよび周辺機器の電源スイッチを OFF にし、コン 
^セントから電源プラグを抜いてくださし、。 

^^)|ミ^がそのまま使用を続けると、ショ_卜して乂災になったリ、感電する恐れがあリます。弊社サポ_トセンタ_また 
はお買い求め販売店にご相談くだ古い。 


煙が出たり異臭、異音がしたら、/ ぐ ノコン及び周辺機器のスイッチ OFF にしコンセントから電源 プラ 
もグを抜いてくださし、。 

を'=1^^がそのまま使用を続けると、シヨ_卜して乂災になつたリ、感電する恐れがあリます。弊社サポ_トセンタ_また 
' は、お買い求め販売店にご相談ください。 


を本製品を落としたり、強い衝撃をちえたりしないでくださし、。ちえてしまった場合は、すぐに電 
W 源スイッチを OFF にしてくださし、。 

そのまま使用を続けると、 シヨ- 卜してか災になったり、感電する恐れがあります。脾社サポ-トセンタ-また 
は、お買い求め販売店にご相談ください。 


A ミ主意 



パソコンおよび周辺機器の取りおいは、各マニュアルをよく読んで、各メーカーが定める手順に 
従ってください。 


静電気による贼員を防ぐた献本製品に触れる前に身近な金属（ドアノブやアルミサッシなど)に手を触 
れて、身体の静電気を取り除くよラにしてください。 

人体からの静電気は、本聲品を破損、またはデータを消失•破損させる恐れがあります。 

〇 

強制 

動作環境内巧て〜40て)でお使いください。 

低温時には、本製品语池)の性能が低下することがあります。 


本製品の取り付け/取り外しや、ソフトウェアをインストールするときなど、お使いのパソコン環境を 
かしでも変更するときは、変更前に必ず/ くソコン内(ハードディスク等)のデータをすべて M 0 みス 
ク、フロッピーみスク等にバックアップしてくださし、。 

誤った使い方をしたり、故障などが発生してデータが消失、破損したときなど、バックアップがあれば被害 
を最小限に抑えることができます。バックアップの作成を怠ったために、データを消失、破損した場合、弊 
社はその責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。 

§ 

次の場所には設置しないでくださし、。感電、火災の原因となったり、裝品やパソコンに悪影響を 
及ぼすことがあります。 

•強い磁界が発生するところ 
•静電気が発ホするころ 

•温度、湿度がハ V コンのマニュアルがをめた使用環境を超える、または結露するところ 
^故障の原因となります。 

•振動が発生するところ 
^けが、故障、破損の原因となります。 

•平らでないところ 

一転倒したり、落下して、けがや故障の原因となります。 

•直射日光が当たるところ 
•火気の周辺、または熱気のこもるところ 
^故障や変おの原因となります。 

•漏電または漏水の危険があるところ 
^故障や感電の原因となります。 

§ 

シンナーやベンジン等の有機';容剤で本製品をがかないでくださし、。 

本製品のよごれは、乾いたきれいな巧で巧いてください。ちれがひどい場合は、きれいな巧に中性洗剤を含ま 
せ、かたくしぼってからなきとってくださし、。 


巧電が終わったら、ケーブルを抜いてくださし、。 


本製品を廃棄するときは、地方自治体の条例に従ってください。 

条例の内容については、各地方自治体にお問い合わせください。 

本聲品には、リチウムポリマー電池 ( Li - Po ) が使われています。 

巧が 

本製品は定期的に充電してください。 

本製品に内蔵されている電池の性能が劣化するのを防ぐことができます。 


■電波に関する注意 

♦本製品は、電肢まに基づく小電カデータ通信システムの無線局の無線設備として、巧術基準適合証明 
を受けています。従って、本製品を使用するときに無線局の免許は必要ありません。また、本製品は、日 
本国内でのみ使用できます。 

♦本製品肤技術基準適合証明を受けていますので、が下のき項をおこなうとま律で罰せられることがあ 
ります。 

.本製品を分锅/改造すること 
•本製品の裏面に貼ってある証明ラベルをはがすこと 
♦本製品は、巧の塌所で使用しないでくださし、。 

電子レンジ付近の磁場、静電気、電波障害が発生するところ、 2.4 GHz 付近の電波を使巧しているものの 
近く (環境により電波が届かない場合があります。） 

•本製品は、が下の機器や無線局と同じ周波数帯を使用します。 

•産業•科学•医療用磯器 

•工場の製造ライン等で使用されている移動体識別用の無線局 
①構内無線局晚許を要する無線局） 

③特定か電力無線局娩許を要しない無線局） 

• AirStation 製品、無線 LAN アダプター製品 
•無線機能を搭載した LinkSl : ation 、 UnkTheate 「 

♦本製品を使巧する場合、上記の機器や無線局と電波干渉する恐れがあるため、が下の事項に注意してくだ 
さし、。 

1本製品を使用する前に近くで移動体識別用の構内無線局及び特定小電力無線局が運用されていないこ 

レを石を§否 ‘I 了ぐドさい 

2万一、本製品から移動体識別用の構内無線局に対して電波干渉の事例が発生した場合は、速やか 
に本製品の使用場所を変えるか、または電波の発射を停止して電波干渉を避けてくださし、。 

3その化本製品から移動体語拐拥の特定小電力無線局に対して電波干渉の事例が発生した場合など何 
かお困りのことが起さたときは、弊社サポートセンターへお問い合わせくださし、。 


使用周波数帯域 

2.4 GHz 

変調ち式 

FH な方式 

想定干渉距離 

10 m が下 

周波数変更の可否 

全帯域を使用し、かつ r 構内無線局」 r 特 
定 / J 、電力無線局」帯域を回避不可 




〇 接続ケーブルは、必ず付属品（または指定品）をご使用ください。 

付属品（または指定品）な外をご使用になると、電圧や端子の極性が異なることがあります。この場 
5 S W 合、発煙や発火の恐れがあります。本製品の故障の原因ともなります。 


風呂場など、水分や湿気の多い場所では、本製品を使用しないでくださし、。 

乂おになったり、感電する恐れがあります。 

使用禁止 


濡れた手で本製品に触れないでくださし、。 

グパソコンおよび周辺機器の電源プラグがコンセントに接続されているときは、感電の原因となります。また、コ 
S it ンセントに接続されていなくても故障の原因となります。 


〇 小さなお子様が電気製品を使用する場合には、本製品の取りおいち法を理解した大人の監 
巧、指導のもとで行うようにしてください。 


〇 プラグ、ジャックの周巧にほこりが付着している場合は、乾いた巧でふき取ってくださし、。 
そのまま使用すると火災、感電の原因となります。 

強お I 


お問い合わせ 


お問い合わせについては、な下の順にてご確認いただきますようお願いいたします。 

マニュアル （ E 口則物、添付 CD 等）をご確認ください。 


弊社 ホー ムぺ ージ にて 

最新 FAQ 情報、最新のドライバーダウンロードを ご確認ください。 



ホームぺージ 


http://buffalo-kokuyo.jp/support/ ^ 


上記で改善しない場合は、 サポートセンターへ お問い合わせください。 


Web でのお問い合わせ先 


http://buffalo-kokuyo.ip/support/toiawase/ 


FAX でのお問い合わせた 


050 - 5805-9384 


電話でのお問い合わせ先 


※電話番号はお掛け間違いのないようにご注意くださし、。 


050 - 3163-3177 


月〜± (日•祭日、年末年始除く) 
9:30〜12:00/13:00〜18:00 


※〇 50 から始まる IP 電話を利用しています。 



修理品の発送巧 ( A ) 

く送付先> 

干 470-1 121愛知県豊明市西 j 11町島原1 -1 
バッファ ローコクヨサプライ修理センター宛 


保証契約約款 


この巧飘ま、お客なが購入された巧社裂品につし、て、修理に関するな証のを件等を規定するものです。お客なが、この約款に規定されたを項に同意頂けな 
い場合は保証契巧を巧り消すことができますが、その場合は、ご購入の製品を使用することなく販売店または辟姐[ごあが下さし、。なお、この巧訊[より、お 
客様のを律上の巧利が制限されるものではありません。 

第1条淀教 

1この約款において、「保 SE 書」とは、保証巧間に製品が巧障した場合に巧社が修理を巧うことを約した重要なな巧書をいいます。 

2この約款において、「巧睛とは、お客様が正しい使用ち法にちづいて製品を作動させた場合であっても、製品が正常に樓能しないが態をいい 
ます。 

3こにおし、て、「無樹^と故磬品が巧障しが吞を、辩巧铺<^?'行3当訪婚{@^^(^^しん夕す。 

^この約款において、「無償保証 J とは、この約款に規定されたを件により、弊社がお客様に対し巧償修理をお約ますることをいいます。 

，、て、「有憤修理」とは、製品が巧障した場合であって、無償保なが適用されないとき、お客様から責届を頂巧して薛社が行う当を 
里をいいます。 

B いて、「製品」とは、弊社が販売におして捆包されたもののうち、本体部分をいし、、付属品および添付品などは含まれません。 


5この約款におい "i 
故障個所の僅理; 
5この約款におい1 


第2を触償保証） 


1製品が巧障した場合、お客様は、保狂書に記載された保証巧間内に巧社に巧し修理を依頼することにより、無償保証の適用を受けることがで 
きます。但し、巧のを号に掲げる場合は、保おが間巧であっても巧償保なの適用を受けることができません。 

2巧理をご依頼される胁こ、保証書をご提示項けない場合。 

3ご提示頂いた保証含が、製品るおよび敦品シリアル No 等の重要ま項が未記入または修正されていること等により、偽造された疑いのある場 
合、または製品に表示されるシり乃レ No 等の重要き項が消去、削除、もしくは改ざんされている場合。 

4販売店様が保証書にご駡入日の証明をされていない場合、またはお客様のご購入曰を巧認できる書類（レシートなど)が添付されていない場 
合。 

5お客巧が製品をお買い上[デ頂いたを、お客様による運送または移動に際し落下または衝¥等に起因して故障または破損した場合。 

6お客様における使用上の誤り、不当な改造もし<は傻理、または、脾社が指定するものなかの機器との接続により巧障またはお損した場合。 

7か欺地も巧雷、風水害、その他天を地あまたは、異常電圧などの外部的要因により、巧瞎または破損した場合。 

5消耗部品が自然摩耗または自然劣化し、ミ肖耗部品をおり換える場合。 

ザる場をの。 


3前各号に掲げる 


0ほか、肋窜の原因が、お客様の使巧方まにあると認められる場合。 


このが款の規定によな^は、巧の各号{[規定するを件の下 T ' 実施します。 

1觸のご賴時には製品を算社體センターにごち付くださし、。解地ちセンターにつし、ては各製品添付のマニユ乃レ庫子マニユ乃レを含みます)またはパッケージ 
をご確認くださし、。尚、を微ホ掛35負担とさせてし、ただきます。また、ご掛贿口ま宅離など送が控えが残るちまでご迸がださし、。郵送は固くお断り致します。 

2傻掛ホ、製品の分巧または部品のを換もし<は巧修により巧います。但し、万一、修理が困難な場合または條理胃用が製品価格を上回る場合に 
は、保な対象の製品と同等またはそれな上の性能を有する他の製品と交換するまにより対応させて頂くまがあります。 

3ハードディスク等のデータ記憶装虽またはメディアの修理に際しましては、修理の内容により、ディスクもしくは製品を巧換する場合またはディ 
スクもしくはメディアをフォーマットする場合などがごぞいますが、修理の際、巧社は記憶されたデータについてバックアップを作成いたしませ 
ん。また、薛なは当該データの破損、ミ肖失などにつき、一切の責任を負いません。 

4お償お理こより、交換された旧部品または旧製品菊よ、鮮なにて適宜南案処分させて巧きます。 

;有慣修理により、巧巧された旧部品または旧製品等についても、辟社にて適宜巧案処分させて頂きますが、修理をご依演された際にお客様か 

場含もございます。 


らお巧らせ頂ければ、旧部品等を返品いたします。但し部品のせ質上ご意向に添えない場含 


または重大な過失がち^ 
は、この約款の巧定にか；6 


また1ホぉ度のなし'^品または同等品に交換 


第4を晚責ま風 

1お客ながご購入された醫品について、巧社に巧意または重大な過失があった場合を除き、值務不履行または不法行為に基づく損害お值責任 
は、当該製品の履入代金を限度と致します。 

2お客様がご睛入された製品につし、て、暖れた想庇があつた場合は、この 
致しますが、当!«にちづく損害雌の責に任じません 

3巧社における保邸ホ、おぎ様がご購入された數品の機能に関するものであんバードディスク等のデータ記憶装»について、記憶されたデータのミ肖失 
または破潰について巧証するものではありません。 

第5条馆効お風 

この約款は、日本国内においてのみ有効です。また'巧外でのご使用につきましては、弊社はいかなる保围もいたしません。 


•裝品の仕様、デザイン、および本書の内容については、改良のため予告なしに変更される場合があり、現に購入された 
製品とは一部異なることがあります。 

• iBUFFALOTM は、株式会社メルコホールディングスの商標です。本書に記載されている他社製品名は、一般に各社の商標 
または登録商標です。本書では、™、®、◎などのマークは記載していません。 

株式会社バッファロ-コクヨサプライ 初版発行2011/7/11 

BSHSBE1 个ンリーズ取扱説明書 KM 00-0248-00 





















































































































































































































































































































































